
苫小牧の自然保護iの実情
ぞ

埋 め られ た ア オ サ ギ営 巣 地

〈
ま
え
が
き
V

新
産
業
都
市

・
道
央
ベ

ル
ト
地
帯

の
中
核
的
拠

点

で
あ
る
苫
小
牧
地
方

で
は
、
目
ま
ぐ

る
し

い
ま

で
の
様
相
を
呈
し
て
急
ピ

ッ
チ
に
開

発
が
す
す

め

ら
れ

て
い
る
。

掘
り
込
み
式
人
造
港
と
し

て
、
港
区
拡
張

・
施

設
整
備
を
し
て
い
る
苫
小
牧
工
業
港

を
と
り
巻

い

て
巨
大
な

ア
ル
ミ
生
産
基
地
を
め
ざ

す
日
本
軽
金

属

工
場

・
石
油
基
地
を

は

苫 小 牧 郷 土 文 化 研 究 会

じ

め
と
し
て
、
遠
く
千
歳

市

・
恵
庭
町
に
お
よ
び
、

地
域

に
数
十
の
工
場

の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
業
種
は
多
種
多
様

に
わ
た
り
、
ま
さ
し
く
産

業

の
百
花
擦
乱
的
様
相

で

あ

る
。

こ
う
し
た
業
種

の

生
産
過
程

に
お

い
て
発
生

し
て
く

る
も

の
は
、
自
然

と
の
抗
争

で
あ
る
。
自
然

の
姿

を
変
形

し
て
い
く

「
産
業

の
自
然
征
服
」

と

い
う
猛
威

の
事
実
は
不
可
避

と
な

る
で
あ
ろ
う
。

新
産
業
都
市

の
建
設
と

い
い
、
観
光
開
発
と

い

い
、

い
ず
れ
も
自
然
現
象

の
人
的
破
壊
が
、

日
本

全
国

に
ど
れ

ほ
ど
大
き

な
打

撃
を
与
え
て

い
る
か

枚
挙

に

い
と
ま
が
な

い
現
状

で
あ

る
。

私

ど
も
は
、

こ
の
よ
う
な
事
態

に
対
処
し
な
が

ら
、
そ
れ
は
歴
史

の

一
ぺ
ー
ジ
の
ほ
ん

の

一
コ
マ

に
す
ぎ
な

い
微
力
な
塊
り

で
は
あ
る
が
、
自
然
保

護
と

い
う
課
題

と
と
り
組

み
、
積
み
か
さ
ね
た
経

験

か
ら
苫
小
牧

地
方

の
実
状
を
報
告
す
る
こ
と

に

し
た

い
。

①
荒
ら
さ
れ
る
樽
前
山

高

さ

一
、

〇

二

四

メ

ー

ト

ル
、
円

頂

丘

(
ド

ー

ム
)

を
持

つ
樽

前

山

の
特

異

な

山
容

は
、

室

蘭

本

線

の
車
窓

か

ら

よ
く

眺

め
ら

れ
、

多

く

の
人

に
親

し

ま

れ

て

い
る
。

非

常

に
広

い
裾

野

を

持

つ
山

で
あ

り
、

生

育

し

て

い
る
植

物

の
種

類

は
じ

つ

に
多

い
。

登

山

バ

ス

の

タ

ー

ミ
ナ

ル

に
あ

る
七

合

目

ヒ

ュ
ッ
テ
を

境

に

森

林

と

お

花

畑

が
区

画

さ

れ

て

い
る
。

は
じ

め
に

、
苫

小

牧

市

街

地

近

郊

か

ら
七

合

目

に

い
た

る

広

大

な
森

林

部

に
繁
茂

す

る
樹

木

の
種

類

を

、

金

田

一
氏

の
調

査

に

よ

っ
て
あ

げ

よ
う

。

ヤ

チ
ダ

モ
、

ミ
ズ

ナ

ラ
、

ヤ

マ

ハ
ソ

ノ
キ
、

ア

サ
ダ

、

ド

ロ
ノ
キ
、

ハ
リ
ギ

リ
、

キ

ハ
ダ

、

カ

エ

デ

、

エ
ゾ

ヤ

マ
ザ

ク

ラ
、

イ

タ

ヤ
ヵ

エ
デ

、

ア
ズ

キ

ナ

シ
、

サ

ワ

シ
バ
、

ア

オ
ダ

モ
、

ホ

オ

ノ
キ

、

ヤ

マ
グ

ワ
、

コ
シ
ア

ブ

ラ
、
コ
ブ

シ
、
シ
ナ

ノ
キ

、

シ

ラ

ヵ
バ

、

エ
ゾ

ノ
ウ

ワ

ミ
ズ

ザ

ク

ラ
、

イ

ヌ

エ

ソ
ジ

ュ
、

カ

ッ

ラ
、
ハ
ル

ニ

レ
、
オ

ヒ

ヨ
ウ

ニ

レ
、

ナ

ナ

カ

マ
ド

、

ウ
ダ

イ

カ

ソ
バ

、

ダ

ケ
カ
バ

、

オ

ニ
グ

ル

ミ
、
バ

ッ

コ
ヤ

ナ

ギ
、
ミ

ヤ

マ

ハ

ン
ノ

キ
、

ミ

ヤ

マ
ザ

ク
ラ
、

ハ
シ
ド

イ

、

ミ
ズ

キ
、

エ
ゾ
イ

タ

ヤ
、

ハ
ゥ
チ

ワ
カ

エ
デ

、

ニ
ガ
キ

、

ヤ

マ
ゥ

ル

シ
、

バ
ク

ウ

ン
ボ

ク
。

お

花

畑

や
山

頂

付

近

の
高

山
植

物

に
は

ど

ん
な

も

の
が

あ

る

だ

ろ
う

か
。
宗

広
光

明

氏

の
調
査

に

よ

っ
て
み

る
。

エ
ゾ

イ

ソ

ツ
ッ
ジ

、

ホ

ツ

ッ
ジ
、

マ
ル
バ

シ

モ

ッ

ケ
、

ウ

コ

ン
ウ

ツ
ギ

、

イ

ワ
ブ

ク

ロ

(
タ

ル

マ

イ

ソ
ウ

)
、
シ
ラ

タ

マ
ノ
キ
、

ミ

ヤ

マ
ヤ
ナ
ギ

、

コ

メ
バ

ッ
ガ

ザ

ク

ラ
、

イ

ワ

ヒ
ゲ

、

ツ
ガ

ザ

ク

ラ
、

ガ

ン

コ
ウ

ラ

ソ
、

モ
ウ

セ

ソ
ゴ

ケ
、

コ
ケ

モ

モ
、

ウ

ラ
ジ

ロ
タ
デ

、

ハ
ナ

ヒ
リ

ノ

キ
、

ア

ク

シ
バ

、

シ

ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ

カ

マ
、

イ

ワ

ギ

キ

ョ
ウ
、

ヒ
カ

ゲ

カ
ズ

ラ
、

ア

ス
ヒ
カ

ズ

ラ
、

マ

ソ
ネ

ソ
ス
ギ

。

こ
れ

ら

の
植

物

は

、

四
季

そ
れ

ぞ

れ

に

す
ば

ら

し

い
景

観

を
提

供

し

て
く

れ

る
。

学

術
的

に
も

貴

重

な

も

の
が
多

い
。

し

か
し
、

近

年

は

登

山

者

(
む

し

ろ

観
光

客

)

の
増

加

に

よ
り

、
植

物
群

が

目

に

み
え

て
荒

ら
さ

れ

て
き

た
。

七

合

目

ヒ

ュ

ッ

テ

の
登

山

者

名
簿

を

み

る
と

、

昭
和
三
十
八
年

三
十
九
年

四

十

年

四
十
一
年

四
十
二
年

八 七 七 五 四
九 九 一 一 九

、 、 、 、 、

一・一・ 六 九 〇

〇 五 四 七 二
二 六 〇 九 九

人

と
い
う
急
増
ぶ
り

で
、
五
年
間

で
登
山
者
が
倍

増

し
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
く
に
最
盛
期
の
七
、

八
月

に
は
、
貸
切
バ

ス
を

つ
ら
ね
て

一
日
に

一
、

○
○
○
人
以
上
も
登

る
の
で
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

付
近

の

エ
ゾ
イ
ソ
ツ
ッ
ジ
の
群

落
は

一
面

に
ふ
み
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つ
け
ら
れ
、
枯
死
し

て
い
る
。

登
山

ル
ー
ト
を
た
ど

っ
て
登
れ
ば
植
物
は

ふ
み

つ
け
ら
れ

な
い
の
だ
が
、

メ
チ
㍗

メ
チ
ャ
に
最
高

点

め
ざ

し
て
直
登
す
る
者
、

ル
ー
ト
の
道
標
を
引

き
抜

く
者

が
あ
と
を
た
た
な
い
状
態

で
あ

る
。
高

山
植
物

を
掘
り
と

っ
て
持

ち
帰

る
者
も
多
く
、
管

理
人

の
大
久
保
定

一
氏
は
見

つ
け
次
第
注
意

し
て

い
る
が
、
広

い
斜
面
に
多
数

が
押
し

か
け
た
た
め

手

が
廻
ら
な

い
あ
り
さ
ま
で
あ

る
。

ま
た
、
円
頂
丘
は
、
早
く

か
ら
苫
小
牧

市
文
化

財

に
指
定
さ
れ
、
破
壊

し
な

い
よ
う
呼
び
か
け

て

い
る
が
、
ド

ー
ム
登
山
禁
止
を
守
ら
ず
登
る
者
も

あ
と
を
た
た
な

い
。

こ
う
し
た
現
状

に
か
ん
が

み
、
苫
小
牧
郷
土
文

化
研
究
会

で
は
自
然
保
護
運
動

の

一
環
と
し
て
、

樽
前
山

の
全
容
を
カ
ラ
ー
映
画

・
ス
ラ
イ
ド
に
し

て
保

存
し

よ
う
と
準
備
を
す
す

め
て
い
る
。
記
録

す
る

の
は
前
述

の
植
物
を
は
じ
め
と
し
て
、

エ
ゾ

リ

ス
、

シ

マ
リ

ス
な
ど

の
動
物
、
さ
ま
ざ

ま
な
野

鳥

、
山
開
き

な
ど
の
行
事

を
予
定

し
、

一
部
は
昨

年

か
ら
撮
影

を
開
始
し
た
。

②
ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
と
白
鳥

石
狩
低
地
帯

の
南
部
は
勇
払
原
野
と
呼
ば
れ
、

湿
原
植
物

と
海
浜
植
物

が
混
在
す

る
地
域
と
し
て

古
く

か
ら
植
物
学
者
の
注
目

の
的

で
あ

っ
た
。

汀
線
近
く

に
は
イ

ヌ
タ
デ

・
ド

ク
ゼ

リ

・
ヌ
マ

ゼ

リ
な
ど
、
そ

の
後
方

に

ハ
マ
ナ

ス
・
ホ
ザ
キ
シ

モ
ッ
ケ

・
マ
ッ
ヨ
イ

グ
サ
の
群
落
が
ひ
ろ
が
り
、

そ
の
中

に

ハ
マ
エ
ソ
ド
ウ

・
レ
ソ
リ
ソ
ウ

・
ク
サ

フ
ジ
な

ど
が
あ

る
。
湿
原
に
は
ナ
ガ
ホ

ノ
シ
ロ
ワ

レ
モ
コ
ゥ

・
ア
ブ

ラ
ガ

ヤ
が
多
く
、
そ

の
中
に

ミ

ズ
ギ
ボ

ウ
シ

・
ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ

・
エ
ゾ
リ

ソ
ド
ウ

が
あ

る
。

ま
た
、
湖

の
東

岸
に
は

ミ
ズ
ゴ

ケ
が
発
達

し
、

こ
の
上

に

エ
ゾ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
や

ク
ロ
ミ

ノ
ウ
グ
イ

ス
ヵ
グ
ラ

(
ハ
ス
ヵ

ッ
プ
)

の
小
低
木

が
あ
り
、

モ
ウ
セ

ン
ゴ
ケ
の
群
落
も
発
達
し
て
い
る
。
沼

の

中

に
は

ヒ
シ
の
大
群
落

が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り

セ
キ

シ

ョ
ウ

モ

・
タ

ヌ
キ

・
モ
エ
ビ

モ
な
ど

の
沈

水
植
物
、

ヨ
シ

・
マ
コ
モ

・
ガ

マ

・
イ
な
ど

の
挺

水
植
物
が
群
落
を
な
し
て
い
る
。

中
居
正
雄
氏

は
、
十
年
来
ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
を

踏
査
し
て
、

じ

つ
に
七

四
科
二
六
八
種

の
植
物
を

確
認
し
て

い
る
。

苫
小
牧

工
業
港

の
掘
り

こ
み
が
進
む
に

つ
れ
、

掘
り
出
さ
れ
た
土
砂
が
勇
払
原
野

に
投

げ
す
て
ら

れ
工
場
用
地

・
住
宅
用
地
に
造
成
さ

れ

つ

つ
あ

る
。

こ
の
四
月

に
は
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
西
岸

一
帯

の

埋

め
た

て
が
あ
り
、
湖
の
汀
線
ま
で
土
砂

が
埋

ま

っ
て
し
ま

っ
た
。
ダ

ソ
プ

カ
ー
が
土
ぼ
こ
り
を
あ

げ

て
往
来
し
、
多

数
の
湿
原
植
物
が
消
滅

し
た
。

ク

ロ
ミ
ノ
ウ
グ
イ

ス
カ
グ
ラ
は
、
郷
土

の
名
菓

ハ
ス
ヵ

ッ
プ
羊
か
ん
な
ど
の
原
料

に
使
用
さ
れ

て

い
る
が
、

こ
と
し
は
原
料

不
足

の
た
め
製
菓
業
者

は
専
用

の

ハ
ス
カ

ッ
プ
栽
培
園
を

つ
く

っ
て
、
原

料

確

保

に

つ
と

め
る

と

い
う
。

苫

小

牧

郷

土
文

化

研
究

会

で
は

、

早

く

か

ら

こ

の
実

情

を

新

聞
、

会

報
、

研
究

誌

な

ど

を
通

し

て
訴

え

、

植

物

は
も

ち

ろ

ん
野

鳥

、

小
動

物

の
保

護

も

ふ
く

め
運
動

を

展

開

し

て
き

て

い
る
。

ま

た

、

ウ

ト
ナ

イ
湖

周

辺

は
野

鳥

の
棲

息

地

と

し

て
知

ら

れ

て

い

る
。

夏

の
野
鳥

と
し

て
は

、

ア

ヵ

エ
リ
ヵ

イ

ツ
ブ

リ

・
ア
オ

サ
ギ

・
ヨ
シ

ガ

モ

・

マ
ガ

モ

・
カ

ワ

ア
イ

サ

・
チ

ュ
ウ

ヒ

・
ト
ビ

・

コ
チ
ド

リ

・
イ

ソ

シ
ギ

・
オ

オ

ジ

シ
ギ

・
キ

ジ

バ

ト

・
カ

ッ

コ
ウ

・
ツ

ツ

ド

リ

・

ハ
リ

オ

ア

マ
ツ
バ

メ

・
ア

マ
ツ
バ

メ

・
シ

ジ

ュ
ウ

カ

ラ

・
ヒ

ヨ
ド

リ

・
ク

ロ
ッ
グ

ミ

・
ア
カ

ハ
ラ

・
ノ
ビ

タ
キ

・
セ

ソ
ダ

イ

ム

シ
ク

イ

・
ウ

グ

イ

ス

・
ヤ
ブ

サ

メ

・

エ
ゾ

セ

ソ

ニ

ュ
ウ

・
マ
キ

ノ

セ

ソ

ニ

ュ
ウ

・
コ
ヨ

シ
キ

リ

・
キ

ビ

タ
キ

・
オ

オ

ル
リ

・
バ
ク

セ
キ

レ
イ

・
セ
グ

ロ

セ
キ

レ
イ

・
モ

ズ

・
ア

カ

モ
ズ

・
コ

ム
ク
ド

リ

・
カ

ワ

ラ

ビ
ワ

・

シ

マ
ア
オ

ジ

・
ア
オ

ジ

・
ホ

ポ

ジ

ロ

・
ホ

ホ

ア

カ

・
オ
オ

ジ

ュ
リ

ソ

・
ス
ズ

メ

・
ハ
シ
ブ

ト

ガ

ラ

ス

ハ
シ
ボ

ソ
ガ

ラ

ス

・
ア

カ
ゲ

ラ
が

確

認

さ
れ

て

い

る
。冬

の
野
鳥

と

し

て
は

、

マ
ガ

ソ

・
ヒ

シ
ク
イ

・

マ
ガ

モ

・
オ

ナ

ガ

ガ

モ

・
ヨ

シ

ガ

モ

・
ヒ
ド

リ
ガ

モ

・
ス
ズ

ガ

モ

・
カ

ル

ガ

モ

・
ミ

コ
ア
イ

サ

・
カ

ワ

ア
イ

サ

・
オ

ジ

ロ
ワ

シ

・
オ

オ

ワ

シ

・
チ

ュ
ウ

ヒ
な

ど

が

湖

上

を

に
ぎ

わ

す

。

冬

の
野
鳥

で
も

っ
と

も

人

目

を

ひ
く

の
は
、

多

い
と
き

に
は
三
〇
〇
羽
も
集

ま
る
オ
ォ

ハ
ク
チ
ョ

ウ
で
あ

る
。

ハ
ク
チ

ョ
ウ
は
、

ウ
ト
ナ
イ
湖
を
仲

継
地

と
し
て
本
州

へ
往
復
し
て
い
る
が
、
心
な
い

ハ
ソ
タ
ー
に
撃
た
れ
た
り
、
湖
面
全
面
結
氷
で
食

を
断
た
れ

て
餓
死
す
る
も
の
も
多
く
、
愛
鳥
家
を

悲
し
ま

せ
て
い
た
。

昭
和
三
十
六
年
、

こ
う

し
た
白
鳥

を
守

ろ
う
と

市
役
所
、
市
教
委
、
観
光
協
会

、
猟
友
会
郷
土
文

化
研
究
会

な
ど
の
野
鳥
保
護

に
関

心
を
持

つ
人

々

に
よ

っ
て
白
鳥
保
護
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
現

地

の
ウ
ト
ナ
イ

・
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
を
基
地
と
し

て
、
観
測
塔
、
観
測
小
屋
が
た
て
ら
れ
、
生
態
観

察

が
は
じ
ま

っ
た
。
委
員
会

の
小
野

事

務

局

長

(
図
書
館
長
)

・
伊
賀
幹
事

(
ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル

・
ペ
ア

レ
ソ
ト
)
ら
に
よ
る
餌
づ
け
も
試

み
ら
れ

た
。
市
内

は
も
ち
ろ
ん
全
道

・
全
国

の
小
中
学
生

か
ら
茶

が
ら
、

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
が
事
務
局
に

寄

せ
ら
れ
、
白
鳥
保
護

の
関
心

は
た
か
ま

っ
た
。

昭
和
四
十
年

一
月
、
保
護
委
員
は

「
苫
小
牧

の

白
鳥
」
と
題
す
る
白
鳥

調
査
報
告
書
を
発
行
す

る

ま
で

に
い
た

っ
た
。

つ
い
で
二
月
に
は

「
都
市

の

自
然
美
を
守
る
道
民

の
つ
ど
い
」
で
、
郷
土
文
化

研
究
会

の
畑
宮
事
務
局
長

(
苫
西
高

学
教
諭
)
が

〃
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
自
燃
を
守
ろ
う
と
"
発
表
し

て

道
民

の
関
心
を
集

め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら

の
実
績
が
認

め
ら
れ
、
白
鳥
保
護
委
員

会

は
日
本
鳥

獣
保
護
連
盟
か
ら
、
四
十
年

五
月

に

鳥

獣
保
護
功
労
団
体
と
し
て
表
彰
を
受
け

た
。

つ
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い
で
六
月
、
ウ

ト
ナ
イ
湖

は
鳥
獣
保

護
区

に
指
定

さ
れ
た
。

バ
ク
チ

ョ
ゥ
を
は
じ

め
、
ウ

ト
ナ
イ
湖

周
辺

の
野
鳥
保

護
関
係
者

に
と

っ
て
は
、
ま
た
と

な

い
朗
報

で
あ

っ
た
。

③
破
壊
さ
れ
た
ア
オ
サ
ギ
営
巣
地

市
街
地

の
東
方
約
三
キ

ロ
、
国
道
三
六
号
線

・

明
野
橋
バ

ス
停
留
所

の
北

方
三
〇
〇

メ
ー
ル
ほ
ど

の
湿
原

に
ア
オ
サ
ギ
営
巣

地
が
あ

る
。
郷
土
文
化

研
究
会

で
は
、
昭
和
三
十
八
年

か
ら
本
格
的

に
ア

オ
サ
ギ
営
巣
地

の
調
査
を
開
始

し
た
。
数
度

の
調

査

に
よ

っ
て
、

つ
ぎ

の
事
情
が
判

明
し
た
。

一
、
営
巣
地

の
数

と
面
積

一
号
営
巣

地

不
明

二
号
営
巣
地

五
四
〇
坪

三
号
営
巣

地

二

一
〇
坪

二
号
地
と
三
号

地
は
隣
接
し
て

い
る
の
で
、

両
方

を
あ

わ
せ
て
約
三
、
○
O
O
坪
。

二
、
巣

の
数

(
昭
和

三
十
九
年

の
調
査

)

一
号
営
巣

地

八

二
場
営
巣
地

七
四

一二
組
勿
営
巣

地

山ハ

三
、

ア
オ
サ
ギ
の
数

(
昭
和
四
十
年

の
調
査

)

合

計
し
て
親

ど
り
九
〇
羽
、

ひ
な
ど
り

一
五

〇
羽
、

計
二
四
〇
羽
と
推
定

さ
れ
た
。

こ
の
調
査

と
並
行
し
て
、
苫
小
牧
港
掘

り
こ
み

の
土

砂
が
原

野
に
捨

て
る
作
業
が
は
じ
ま

っ
た
。

は
じ
め
は
市

街
地
の
近
く

か
ら
、

だ
ん
だ

ん
ア
オ

サ
ギ
営
巣

地
に
近
づ

い
て
き
た
。
そ

の
た
び
に
郷

土
文
化
研
究
会

は
、
新
聞

・
テ

レ
ビ
な
ど
を
通
じ

て
営
巣
地

の
保

護
を
訴

え
て
き

た
。

つ
い
に
本
年
、
三

つ
の
営
巣
地

の
う
ち
、
第

三

営
巣
地

が
破
壊
さ
れ
て
埋
め

つ
く
さ
れ
、

一
番
大

き

な
第

二
号
営
巣
地

の
す
ぐ

そ
ば
ま
で
車
が
入
り

短
ぐ

つ
の
ま
ま
営
巣
地
に
入
れ
る
と
い
う
最
悪
の

状
態

と
な

っ
た
。
心
な

い
人

々
が
卵
を
と

っ
た
り

ア
オ
サ
ギ
に
石
を
ぶ

つ
け
た
り
し
た
ら
、

ア
オ
サ

ギ
は
営
巣
地
を

去

っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。

一
刻
も
早
く
保
護
区

に
指
定
し
て
も
ら

い
、
高

い
サ
ク
を
め
ぐ
ら
す
な
ど

の
手
段
を
講
じ
た

い
も

の
で
あ
る
。
読
者
各
位

の
ご
協
力
を
切
望
す
る
。

④
野
鳥
天
国

・
坊
主
山

市
街
地
付
近

に
み
ら
れ

る
野
鳥
を
紹
介
す
る
。

〈
東
部
郊
外
〉

中
野
、
明
野
な

ど
新
興

の
住
宅
地
付
近

で
は
、

ノ
ビ

タ
キ

・
バ
ク

セ
キ

レ
イ

・
ヒ
バ
リ
が
多

い
。

す

こ
し
離
れ
れ
ば

オ
オ

ジ
シ
ギ

の
独
特

の
羽
音
、

カ

ッ

コ
ゥ
の
声
も
聞
く

こ
と
が
で
き

る
。
日
軽
金

工
場
用
地
付
近

に
は

エ
ヅ

セ

ン
ニ
ュ
ウ
が
多

い
。

〈
西
部
郊
外
〉

糸
井
、
錦

岡
の
住
宅
地
付
近

で
は
、

ノ
ビ

タ
キ

・
ヒ
パ
リ

・
ホ
ポ
ジ

ロ

・
ア
オ

ジ

・
ウ

ソ

・
シ
ジ

ュ
カ

ラ

・
コ
ガ
ラ

・
カ

ッ
コ
ウ
な
ど
が
よ
い
声
を

聞

か
せ
て
く
れ

る
。
近
く
大
改
修
が
予
定
さ
れ

て

い
る
有

珠
川
に
は
、

コ
ヨ
シ
キ

リ
が
毎
年
営
巣
し

て

い

る
。

上

空

に

は

オ

オ

ジ

シ
ギ

、

海

岸

に
は

ト

ビ

が
多

い
。

〈

海

岸

部

〉

市

内

の
海

岸
線

一
帯

に

は

カ

モ
メ
、

ウ

ミ
ネ

コ

の
.類

が
多

い
。

苫

小
牧

港

内

に

ウ

ミ

ア
イ

サ

・
ウ

ミ
ゥ

を
見

る

こ
と

も
あ

る
。

ア

ホ

ゥ
ド

リ
が

迷

っ

て
き

た

こ

と
も

あ

っ
た
。

〈

市

街

地
〉

王

子
製

紙

正

門

通

り

の

街
路

樹

や
、

西
町

住

宅

街

に
は
毎

年

か
な

ら

ず

キ

レ

ン
ジ

ャ

ク

が

や

っ
て

く

る

。
冬

の

ッ

グ

ミ
、

夏

の

バ
ク

セ
キ

レ
イ
も

常

連

で
あ

る
。

ベ

ニ
ヒ

ワ
も

と
き

ど
き

み

か
け

る
。

〈

北

部

郊

外
〉

(
坊

主

山

)

鳥

獣
保

護
区

な

の

で
、

す
ぐ

下

の

佐
羽

内

沼

を

含

め
野
鳥

の
数

は

か
な

り
多

い
。

ッ

グ

ミ
、

ア

カ

ハ
ラ
、

ク

ロ

ツ
グ

ミ
、

コ

ム
ク

ド

リ
、

ム
ク

ド

リ
、

シ
ジ

ュ
ウ

カ

ラ
、

コ
ガ

ラ
、

シ

マ

エ
ナ
ガ
、

シ

ロ

ハ
ラ
ゴ

ジ

ュ
ウ

カ

ラ
、

ヤ

マ

ガ

ラ
、

ノ
ビ

タ

キ
、

キ

ビ

タ
キ
、

ア
オ

ジ
、

ホ

ポ

ジ

ロ
、

ウ
グ

イ

ス
、

ヒ
バ

リ

、

コ
ヨ

シ
キ

リ
、

オ

オ

ヨ
シ
キ

リ
、

セ
グ

ロ
セ
キ

レ
イ

、

バ
ク

セ
キ

レ

イ

、

モ
ズ

、

シ

メ
、

カ

ラ

フ
ト

ス
ズ

メ
、

ト
ビ

、

ミ

ヤ

マ
ヵ

ケ

ス
、
コ
ウ

ラ
イ

キ

ジ

、
エ
ゾ

コ
ゲ

ラ
、

エ
ゾ

オ
オ

ア
カ
ゲ

ラ
、
オ

オ

ジ

シ
ギ

、
ツ

ツ
ド

リ
、

カ

ッ

コ
ウ
、

キ

ジ
バ

ト
、

マ
ガ

モ
、

キ

ソ
ク

ロ

バ

ジ

ロ
。

以

上

の
三

十

四

種

が
確

認

さ

れ

た

。

こ

の

よ
う

に
市

内

に

は
多

数

の
野

鳥

が

や

っ
て

く

る
が
、
ゴ

ミ
処
理

の
近
代
化
、
住
宅
街

の
拡
張

な
ど

で
、

エ
サ
場

・
営
巣
地
を
奪
わ
れ
、
そ

の
数

は
減
少
し

つ

つ
あ

る
。

幸

い
坊
主
山

は
保
護
区

の
た
め
野
鳥

の
数
も
多

く
、
近
く

の
啓
北
中
学
校
は
昭
和
四
十

二
年
度

に

愛
鳥

モ
デ

ル
校

に
指
定
さ
れ
、
保

護
活
動
も
活
発

化
し

て
き
た
。
郷
土
文
化
研
究
会

で
も
、
日
本
野

鳥
保
護
連
盟

の
依
頼

に
よ

っ
て
昭
和
四
十

二
年
十

一
月

か
ら
四

十
三
年

二
月
ま
で
、
坊
主
山

の
野
鳥

生
態
調
査
を
実
施
し
た
ば
か
り

で
あ
る
。

⑤
沿
岸
海
浜
植
物

中

居

正

雄

氏

は
、

苫

小

牧
市

内

の
海
岸

の
植

物

を

た

ん

ね

ん

に

調
査

し
分

布
図

を

完
成

し

た
。

七

月

上
旬

か

ら

八

月
中

旬

に
開
花

し

て

い
る
も

の
を

主

と

し

て
調

査

し
、

六
九
科

一
八

一
種

を
、

色

刷

の
地

図

に

表

現

し

た
労

作

で
あ

る
。

ハ
マ

ナ

ス

・

ハ
マ

エ

ン
ド

ウ

・
ノ

コ
ギ

リ

ソ
ウ

・

エ
ゾ

ニ

ュ
ウ

・

エ
ゾ

カ

ワ

ラ
ナ
デ

シ

コ

・
ウ

ラ

ジ

ロ
タ

デ

・
イ

ブ

キ

ボ

ウ

ブ
ウ

・
ウ

ソ
ラ

ン

・

エ

ゾ

ノ
カ

ワ

ラ

マ
ッ
バ

・
オ
オ

マ

ッ

ヨ
イ

グ

サ

・
カ

セ

ソ
ソ
ウ

・

コ
ウ

ボ

ウ

ム
ギ

・
ク

サ

フ
ジ

・
キ

リ

ソ
ソ
ウ

・

ハ

マ
ボ

ウ

フ

ウ

・
ヒ

ロ

バ
ク

サ

ブ
ジ

・

マ
ル
バ

ト
ウ

キ

・

ハ
マ

ニ

ン

ニ
ク

・
ハ

マ

ニ
ガ

ナ

・
ハ

マ
ヒ

ル
ガ

オ

・
シ

ロ
ヨ

モ
ギ

・
ス

ス
キ

・
セ

ン
ダ

イ

ハ
ギ

・
ッ

ル
ウ

メ

モ
ド

キ

・
ナ

ミ
キ

ソ
ウ

・
ッ

リ

ガ

ネ

ニ

ン
ジ

ソ
が
、

糸

井

・
勇

払

間

の
代

表

的

な

海

浜

植

物

と

さ

れ

て

い

る
。
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糸
井
地
区
は
護
岸
工
事

・
住
宅
地
化

が
す
す
ん

で
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
植
物

の
う
ち
相
当
数
が
消

滅
し
て

い
る
と
思
わ
れ

る
。
勇
払
海
岸

は
石
油
基

地

・
工
業
港
区

の
掘
り

こ
み
に
と
も
な

っ
て
、
今

後
、
急
速

に
変
化

し
て
い
く

こ
と

で
あ
ろ
う
。

築
港
工
事
、
護
岸

工
事

が
相
手
だ
け

に
、

こ
れ

ら
海
浜
植
物
の
保

護
は
実
現

不
可
能
と
数
年
前

か

ら
考

え
ら
れ
、
せ
め
て
植

物
群
落

の
正
確
な
分
布

記
録

を
残
そ
う
と

い
う
郷

土
文

化
研
究
会

の
口
標

が
中
居
氏

の
研
究
成
果
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
む

す

び
〉

以
上
、
苫
小
牧

に
お
け

る
自
然
保
護
の
実
情
を

述

べ
た
が
、

こ
の
よ
う
に
書
き

つ
づ

っ
て
も
、

こ

れ
が

一
つ
の
大
き
な
社
会
的

共
鳴

と
な
り
、

マ
ス

プ

官
的

鯨
波

に
な

っ
て

ユ
サ
ブ
リ
が
で
き

る
な
ど

と
は
思
わ
な

い
。
要

は
、
新
産
業
都
市
に
住

み
つ

い
て
い
る
人
間

の

一
人

一
人
が
、
自
然
と
人
間
が

四
季
を
通
じ
自

ら
の
生
命
力
を
培
う
根
源

で
あ
り

幾
千
年

の
永
ぎ

に
わ
た
り
、
自
然
環
境

が
与

え
た

人
類

へ
の
神
秘
的

偉
大
さ
を
身

を
も

っ
て
理
解
す

る

こ
と
で
あ

る
。

視
野
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
中

共
の
考
古
学
者

た

ち
が
文
化
大
革
命

の
さ
な

か
に
北
京
原
人

の
新

し

い
頭
蓋
骨

を
発
掘
す

る
の
に
成
功
し
て
い
る
こ
と

や
、
西
安

の
半
坂

(
パ

ソ
ポ
)
遺
跡

に
東
京
都
体

育
館

ほ
ど
の
広
壮
な
屋
根
を

か
ぶ
せ
丸
ご
と
保
存

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
中
国
人
は
中
国
人

な
り

の

歴
史
保
存

に
心
血
を
そ
そ
い
で
い
る
。

こ
れ

は
人

間

の
歴
史

の
保
護

の

一
面
で
は
あ

る
が
、
保
護
と

い
う
立
場
か
ら
考
え

る
な
ら
ば
、
わ
が
国

と
は
比

較

に
な
ら
な

い
違

い
を
痛
感

す
る
も

の
で
あ

る
。

ご
く
最
近
で
は
、
湿
原
植
物

の
宝
庫

・
日
光
国

立
公
園
内

に
あ
る
尾

瀬
ガ
原
が
観
光
客

の
大
群

に

ふ
み
荒

さ
れ
、

い
ま
手
を
加
え
な

い
復
元
が
不
可

能

と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

北
海

道
で
も
開
発
と

い
う

言
葉

が
盛

ん
に
使
わ

れ

て
い
る
ら
し
い
が
、
開
発
と

い
う
言
葉

は
な

に

も
経
済

・
産
業
だ
け

に
限
ら
な

い
。
自
然

の
美
し

さ
を
開
発
す
る

こ
と
も
そ

の

一
つ
で
あ
る
し
、

も

っ
と
大
事
な

こ
と
は
、
素
朴
な
心
を

は
ぐ
く
み
育

て
る
こ
と

の
よ
う
に
思

わ
れ

て
な
ら
な

い
。

北
海
道
を
離

れ
て
四
〇
年
、
小
樽
出
身

の
京
都

大
学

・
岩
村
忍
教
授

は

「
春

に
は
燃
え
る
よ
う
な

緑
、
夏
は
日
が
長
く
、
秋

は
清
涼
、
冬

は
真
白

と

い
う
四
季

に
は

っ
き
り
し
た
け
じ

め
の
あ

る
の
は

よ
い
も

の
で
あ
る
。
人
生
も
少
年
は
少
年

ら
し
く

壮
年

は
壮
年
ら
し
く
、
老
年

は
老
年
ら
し
く
あ

り

た

い
よ
う

に
」
と

い

っ
て
い
る
。

自
然
の
た
た
ず

ま
い
が
ど
れ
だ
け
わ
れ
わ
れ
人

間
を
人
間
ら
し
く

し
て
く
れ

る
か
、

こ
の
自
然

の

中

に
生
き
と

し
生
け
る
生
物

の
か
ず
か
ず

が
、
人

間
の
魂
を
ゆ
さ
ぶ
り

つ
づ
け
、
生
き

る
悦
び
を
与

え

つ
づ
け
て
く
れ

る
こ
と
で
あ

る
か
。

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
北
海
道

の
自
然
を
、
住
め

る
郷
土

の
自
然
環
境
を
五
〇
年

・
百
年
の
後
世

に

存
続

で
き
る
よ
う

に
、
偉
容
を
整
え

る
べ
き

で
あ

る
。〔

こ
の
報
告
は
、
ま
え
が
き

・
む
す
び
を
門
脇
松

次
郎

(
苫
郷
文
研
会
長
)
が
、
①

か
ら
⑤
ま
で

の
実
情

と
保
護
対
策
を
畑
宮
清

一
郎

(
苫
郷
文

研
事
務
局
長
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
執
筆

し
た

も

の
で
あ
る
〕

ビ

ジ

タ

ー

セ

ン

タ

ー

自
然
公
園
を
利
用
す
る
人

々
に
対

し
て
、

公
園
内

の
自
然
、
人
文

に
つ
い
て
の
正
し

い

知
識
を
普
及
す
る
と
と
も

に
、
適
正
、

か

つ

効
果
的

な
利
用
の
方
法
を
指
導
す
る
た
め
の

総
合
的
施
設

で
あ

る
。

わ
が
国

で
は

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園

の
例

に
な
ら

っ
て
、
近
年
、

日
光
、
富
士
箱
根
伊

豆
、
霧

島
屋
久
な
ど
の
国
立
公
園

の
集
団
施

設
地
区
内

に
七

ヵ
所
整
備

さ
れ

て
お
り
、
北

海
道

で
も
阿
寒
湖
畔

に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
施
設
は
、
百
な

い
し
二
百
人
収

容

の

講
義
室
、
博
物
展
示
室
、
休
憩
所
、
案
内
所

便

所
な
ど
を
備
え

て
い
る
が
基

本
型

で
、
場

合
に
よ

っ
て
は
、
救
急
室
、
郵
便
局
、
管
理

事
務
所

な
ど
を
付
帯
す

る
こ
と
も
あ

る
。
も

と
も
と
、

こ
れ

に
類
似
し
た
施

設
と
し

て
、

管
理
休
憩
舎

が

い
く

つ
か
設
け
ら
れ

て
い
た

が
、
実
際
は
管
理
事
務
所

と
し
て

の
機
能
を

果
た
す
だ
け

で
手

い

っ
ぱ

い
で
、
利
用
者

に

と

っ
て
か
な
ら
ず
し
も
は
い
り
や
す

い
も

の

で
は
な

か

っ
た
。

ビ

ジ
タ
ー
セ

ソ
タ
ー
で
、
利
用
者

に
応
待

し
た
り
、
講
義
を
し
た
り
す
る
人

は
、

ナ
チ

ュ
ラ
リ

ス
ト
と
し
て
公
園
内

の
自
然
、
人
文

科
学

の
精
通
者

で
あ

る
と
と
も

に
、
研
究
者

で
あ

る
こ
と
が
要
求
さ
れ

て
い
る
。

た
だ
し
、
わ
が
国
の
場
合

ア
メ
リ
ヵ
の
よ

う

に
自
然
教
化

の
目
的
を
あ
ま
り
強
く
押
し

出
す
と
、
利
用
者

に
な
じ
め
な

い
お
そ
れ

が

あ

る
の
で
、
現
在
で
は
利
用
者
が
気
軽

に
立

寄

っ
て
休
憩
し
た
り
、
情

報
を
え
た
り
で
き

る
よ
う
な
配
慮
が
特

に
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
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